
84 建設の施工企画　’13. 4

1．はじめに

日本建設機械施工協会情報化施工委員会において
は，復興支援ワーキングを設置し，東日本大震災の災
害復興事業に情報化施工を活用することで，安全・安
心できる復興事業を実現し，一日も早い復興を遂げら
れるよう活動を行っています。復興支援ワーキングに
は，情報化施工機器関連メーカー，建設機械メーカー，
レンタル業者，測量業者，施工業者，ソフトウエア業
者，研究機関等，幅広い企業や機関に参加していただ
き，ワーキング参加企業が一体となって測量業務から
施工管理にいたるまで，復興事業が迅速に進むための，
情報化施工の活用方法をトータルでサポートしていま
す。

2．主な活動内容

昨年の 4 月の WG 設置より，以下の活動を推進し
ています。
①情報化施工に関する情報発信

まずは，情報化施工が復興支援の中でどのように利
用できるのかを皆様に広く知って頂く必要がありま
す。そこで，専用のホームページを開設し，活動紹介
を行っています。また，ホームページ上で情報化施工
の種類や効果等を分かりやすく紹介するため，動画な
どを活用した技術紹介を行っています。
②トータルサポート体制の整備

Facebook を通じて，情報化施工に関する疑問や質
問，最新動向等を，気軽に情報交換できる仕組みを構
築しています。また，情報化施工の導入や活用にあたっ

ては，本 WG メンバーによるアドバイスが受けられ
る仕組みを構築しました。

さらに，震災復興工事で，信頼性の高い構造物を効
率的に作りたい“そんな施工業者様の熱意を情報化施
工で支援する”ことを目的として，情報化施工を使っ
てみたい施工業者様を募集し，対象の施工業者様には，
情報化施工導入・実施に関するトータルコンサルティ
ングをさせていただき，施工現場にあった機材の提案
及び一部の機材を無償にて一定期間貸与する取り組み
も実施しています。
③復興支援セミナーの開催

復興事業が実施される東北地方で，情報化施工機器
を実際に体験・操作できるセミナーを開催し，情報化
施工の活用方法や効果を体験して頂く企画を実施して
います。

復興支援WG活動

（第一回情報化施工
活用支援セミナー開催）
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図─ 1　東日本大震災復興支援総合サイト
http://www.jcmanet.or.jp/sekou/hukkou/index.html

図─ 2　情報交換サイト
https://www.facebook.com/cmiict2012
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3．第一回情報化施工活用支援セミナー開催

宮城県岩沼市で第一回情報化施工活用支援セミナー
を 11 月 1 日（木）に開催しました。本セミナーでは，
現在の情報化施工に関わる多くのメーカの製品が一堂
に会し，日頃は競争している情報化施工機器を提供し
ている各社が協力して講習会を運用するという画期的
な講習会となり，来場いただいた方には各社のシステ
ムの違いや特徴を体験・実感して頂きました。

また，前々日に仙台空港で不発弾騒ぎのハプニング
がありましたが，当日は天候に恵まれ，官民から約
50 名の参加をいただきました。午前中には座学を実
施，情報化施工の概要や情報化施工を実施するにあ
たっての必要事項，災害復興工事に活用できる情報化
施工等について紹介。午後からは，実技講習に移動。
今回の講習では，情報化施工機器を搭載した多数の建
機を用意し，次のシステムを利用した作業を実際に体
験して頂きました。
①モーターグレーダの 3D MC

自動追尾 TS を利用したすき取り作業
②ブルドーザの三次元 3D MC（RTK 版）

RTK-GNSS を利用したすき取り作業
③油圧ショベル（バックホウ）の 3D MG

VRS を利用した法面整形作業
④油圧ショベル（バックホウ）の 2D MG

小規模掘削（溝掘り）作業
⑤ TS 出来形管理基本設計データ作成

4．  第二回情報化施工活用支援セミナー開催
（予告）

第 1 回は，初開催ということもあり技術紹介的な要
素がメインとなりましたが，次回は現場での応用や活

用方法をメインに「復興工事に役立つ」の実現に向け
た内容の充実に取り組んでおり，第二回のセミナー開
催に向けた準備を実施しています。

第二回情報化施工活用支援セミナー開催予定
平成 25 年 5 月 16 日・17 日

（カリキュラムや応募方法は HP にて掲載）

5．おわりに

本 WG は，日頃は競争している企業が一丸となり，
復興支援に向けて自分たちにできることをやるをテー
マに活動を続けています。第 1 回のセミナー開催にお
いても，参加企業の皆様には多大なご支援を頂きまし
た。関係者の皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。

また，第 2 回以降のセミナーを含めて，単なるデモ
に終わることなく，復興工事での活用により一日も早
い復興が実現するよう活動を続けて参りたいと考えて
おります。今後ともご協力の程よろしくお願い申し上
げます。
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図─ 3　第 1回情報化施工活用セミナー開催状況


